


  

  
  

科学的な
知の体系
の習得 

高度な
倫理観
の涵養 

  

 

・フロンティアサイエンス講義 
・研究室訪問学習 
・先端研究実習 
・サイエンスプロジェクトツアー 
・科学知の探究Ⅰ，Ⅱ 
・「現象数理解析」 
・課題研究 
  

・海外語学研修 
・「科学英語表現」 

・科学と倫理 
・倫理の探究 

・ＥＳＤ研究 
・ＥＳＤ海外研修 
・ＥＳＤ汎論 
  

統合的意志決定
能力（IDM)の育成 

持続可能な
社会を先導
する人材の

育成 

「科学的な知の体系」の習得と，国際的視野や高度な倫理観の涵養を通して，
「持続可能な社会」を先導する人材の育成を図る教育課程の研究開発 

  
国際的
視野の
獲得 
  

第３期ＳＳＨ概念図（平成２４～２８年度） 
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中１ ○     ●       
中２ ○     ●       
中３ ○● ○   ●       
高Ⅰ ● ●   ● ○ ○   
高Ⅱ ○ ○ SS ● SS   ● 
高Ⅲ ○ ○   ● SS     

学校全体，教科横断で取り組むSSH （●
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（全）は全教科で
取り組む内容 
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第３期ＳＳＨの特徴 



学
期 

ＦＳ講義 
(主に 
   高１) 

先端研究 
実習 

ＳＰツアー 
課題研究 海外研修 

他校との連携 
「科学と倫理」 

「科学英語表現」 
「ＥＳＤ研究」 

１ 
・数学 
・地学 

・文化祭ﾎﾟｽﾀｰ発表 ・西条農業高校 
 との交流 

夏季 
休業 
中 

先端研究 
実習 
（広島大学） 

・ＳＳＨ生徒研究発表会    
  全国大会 
・各種学会発表 

・韓国海外 
  研修 
（＋事前学習） 

プレゼンテーション
特別講義（韓国の
事前学習） 

２ 

・生物 
・物理 
・化学 

ＳＰツアー 
 阪神地区 
 （２泊３日） 
 ・SＰring-8 
 ・京ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
 ・神戸大学等 

・論文執筆 
・各種コンテスト応募 
・課題研究中間発表会 
・各種学会発表 

・第１回「科学と倫
理」特別講義  

 （高１全＋高２全） 
・英語合宿 
・ESD研究での実習 

３ 

 
 

・「ＳＳＨの日」（事業報
告，課題研究発表等） 

・韓国訪日研修 
・県内のSSH校 
との連携 

・第２回「科学と倫
理」特別講義  

 （高１全＋高２全） 
・「ＳＳＨの日」 

先端研究実習（広島大学にて）・・・数理科学，ナノデバイス，基礎有機化学，生物学， 
                      地学を主に夏季休業中に実施 

ＳＳＨ年間プログラム 
赤字：第２学年SSコース 
紫字：第３学年SSコース 



ＳＳＨの日（２月１８日） 



中３への意識づけ（２月２９日） 
生徒１ 生徒２ 

生徒３ 
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